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職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

七

年

東

京

都

規

則

第

五

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

七

条

に

次

の

三

項

を

加

え

る

。

３

任

命

権

者

は

、

職

員

に

超

過

勤

務

を

命

ず

る

場

合

に

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

職

員

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

の

範

囲

内

で

必

要

最

小

限

の

超

過

勤

務

を

命

ず

る

も

の

と

す

る

。

一

第

三

号

に

規

定

す

る

職

場

以

外

の

職

場

に

勤

務

す

る

職

員

（

次

号

に

掲

げ

る

職

員

を

除

く

。

）

次

の

イ

及

び

ロ

に

定

め

る

時

間

イ

一

月

に

つ

い

て

四

十

五

時

間

ロ

一

年

に

つ

い

て

三

百

六

十

時

間

二

一

年

に

お

い

て

勤

務

す

る

職

場

が

次

号

に

規

定

す

る

職

場

か

ら

前

号

に

規

定

す

る

職

場

と

な

っ

た

職

員

次

の

イ

か

ら

ハ

ま

で

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

イ

一

年

に

つ

い

て

七

百

二

十

時

間

ロ

次

号

に

規

定

す

る

職

場

か

ら

前

号

に

規

定

す

る

職

場

と

な

っ

た

日

か

ら

当

該

日

が

属

す

る

月
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の

末

日

ま

で

の

期

間

（

以

下

「

特

定

期

間

」

と

い

う

。

）

が

属

す

る

月

に

お

い

て

次

号

イ

、

ハ

及

び

ニ

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

ハ

特

定

期

間

の

末

日

の

翌

日

か

ら

一

年

の

末

日

ま

で

の

期

間

に

お

い

て

次

の

( 1 )
及

び

( 2 )
に

定

め

る

時

間

( 1 )

一

月

に

つ

い

て

四

十

五

時

間

( 2 )

三

十

時

間

に

当

該

期

間

の

月

数

を

乗

じ

て

得

た

時

間

三

他

律

的

業

務

（

業

務

量

、

業

務

の

実

施

時

期

そ

の

他

の

業

務

の

遂

行

に

関

す

る

事

項

を

自

ら

決

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

業

務

を

い

う

。

）

の

比

重

が

高

い

職

場

と

し

て

任

命

権

者

が

定

め

る

職

場

に

勤

務

す

る

職

員

次

の

イ

か

ら

ニ

ま

で

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

イ

一

月

に

つ

い

て

百

時

間

未

満

ロ

一

年

に

つ

い

て

七

百

二

十

時

間

ハ

一

月

ご

と

に

区

分

し

た

各

期

間

に

当

該

各

期

間

の

直

前

の

一

月

、

二

月

、

三

月

、

四

月

及

び

五

月

の

期

間

を

加

え

た

そ

れ

ぞ

れ

の

期

間

に

お

い

て

超

過

勤

務

を

命

ず

る

時

間

の

一

月

当

た

り

の

平

均

時

間

に

つ

い

て

八

十

時

間

ニ

一

年

の

う

ち

一

月

に

お

い

て

四

十

五

時

間

を

超

え

て

超

過

勤

務

を

命

ず

る

月

数

に

つ

い

て

六

月
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４

任

命

権

者

が

、

特

例

業

務

（

大

規

模

災

害

へ

の

対

処

、

重

要

な

政

策

に

関

す

る

条

例

の

立

案

そ

の

他

の

重

要

な

業

務

で

あ

っ

て

特

に

緊

急

に

処

理

す

る

こ

と

を

要

す

る

も

の

と

し

て

任

命

権

者

が

認

め

る

も

の

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

従

事

す

る

職

員

又

は

任

命

権

者

が

定

め

る

期

間

及

び

場

合

に

お

い

て

特

例

業

務

に

従

事

し

て

い

た

職

員

に

対

し

、

前

項

各

号

に

規

定

す

る

時

間

又

は

月

数

を

超

え

て

超

過

勤

務

を

命

ず

る

必

要

が

あ

る

場

合

に

つ

い

て

は

、

当

該

超

え

る

こ

と

と

な

る

時

間

又

は

月

数

に

係

る

部

分

に

限

り

、

同

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

５

任

命

権

者

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

、

第

三

項

各

号

に

規

定

す

る

時

間

又

は

月

数

を

超

え

て

職

員

に

超

過

勤

務

を

命

ず

る

場

合

に

は

、

当

該

超

え

た

部

分

の

超

過

勤

務

を

必

要

最

小

限

の

も

の

と

し

、

か

つ

、

当

該

職

員

の

健

康

の

確

保

に

最

大

限

の

配

慮

を

す

る

と

と

も

に

、

当

該

超

過

勤

務

を

命

じ

た

日

が

属

す

る

当

該

時

間

又

は

月

数

の

算

定

に

係

る

一

年

の

末

日

の

翌

日

か

ら

起

算

し

て

六

月

以

内

に

、

当

該

超

過

勤

務

に

係

る

要

因

の

整

理

、

分

析

及

び

検

証

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

附

則

１

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

２

平

成

三

十

一

年

八

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

第

七

条

第

三

項

第

三

号

ハ

（

同

項

第

二

号

ロ

に

掲

げ

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

第

三

号

ハ

中

「

五

月

の

期

間

」

と

あ

る

の
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は

、

「

五

月

の

期

間

（

平

成

三

十

一

年

四

月

以

後

の

期

間

に

限

る

。

）

」

と

す

る

。
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

号

学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

七

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

七

条

に

次

の

三

項

を

加

え

る

。

３

教

育

委

員

会

は

、

職

員

に

超

過

勤

務

を

命

ず

る

場

合

に

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

職

員

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

の

範

囲

内

で

必

要

最

小

限

の

超

過

勤

務

を

命

ず

る

も

の

と

す

る

。

一

第

三

号

に

規

定

す

る

職

場

以

外

の

職

場

に

勤

務

す

る

職

員

（

次

号

に

掲

げ

る

職

員

を

除

く

。
）

次

の

イ

及

び

ロ

に

定

め

る

時

間

イ

一

月

に

つ

い

て

四

十

五

時

間

ロ

一

年

に

つ

い

て

三

百

六

十

時

間

二

一

年

に

お

い

て

勤

務

す

る

職

場

が

次

号

に

規

定

す

る

職

場

か

ら

前

号

に

規

定

す

る

職

場

と

な

っ

た

職

員

次

の

イ

か

ら

ハ

ま

で

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

イ

一

年

に

つ

い

て

七

百

二

十

時

間
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ロ

次

号

に

規

定

す

る

職

場

か

ら

前

号

に

規

定

す

る

職

場

と

な

っ

た

日

か

ら

当

該

日

が

属

す

る

月

の

末

日

ま

で

の

期

間

（

以

下

「

特

定

期

間

」

と

い

う

。
）

が

属

す

る

月

に

お

い

て

次

号

イ

、

ハ

及

び

ニ

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

ハ

特

定

期

間

の

末

日

の

翌

日

か

ら

一

年

の

末

日

ま

で

の

期

間

に

お

い

て

次

の

⑴

及

び

⑵

に

定

め

る

時

間

⑴

一

月

に

つ

い

て

四

十

五

時

間

⑵

三

十

時

間

に

当

該

期

間

の

月

数

を

乗

じ

て

得

た

時

間

三

他

律

的

業

務

（

業

務

量

、

業

務

の

実

施

時

期

そ

の

他

の

業

務

の

遂

行

に

関

す

る

事

項

を

自

ら

決

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

業

務

を

い

う

。
）
の

比

重

が

高

い

職

場

と

し

て

教

育

委

員

会

が

定

め

る

職

場

に

勤

務

す

る

職

員

次

の

イ

か

ら

ニ

ま

で

に

定

め

る

時

間

及

び

月

数

イ

一

月

に

つ

い

て

百

時

間

未

満

ロ

一

年

に

つ

い

て

七

百

二

十

時

間

ハ

一

月

ご

と

に

区

分

し

た

各

期

間

に

当

該

各

期

間

の

直

前

の

一

月

、

二

月

、

三

月

、

四

月

及

び

五

月

の

期

間

を

加

え

た

そ

れ

ぞ

れ

の

期

間

に

お

い

て

超

過

勤

務

を

命

ず

る

時

間

の

一

月

当

た

り

の

平

均

時

間

に

つ

い

て

八

十

時

間

ニ

一

年

の

う

ち

一

月

に

お

い

て

四

十

五

時

間

を

超

え

て

超

過

勤

務

を

命

ず

る

月

数

に

つ

い

て

六
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月

４

教

育

委

員

会

が

、

特

例

業

務

（

大

規

模

災

害

へ

の

対

処

、

児

童

又

は

生

徒

の

指

導

に

関

す

る

緊

急

の

措

置

そ

の

他

の

重

要

な

業

務

で

あ

っ

て

特

に

緊

急

に

処

理

す

る

こ

と

を

要

す

る

も

の

と

し

て

教

育

委

員

会

が

認

め

る

も

の

を

い

う

。
以

下

同

じ

。
）
に

従

事

す

る

職

員

又

は

教

育

委

員

会

が

定

め

る

期

間

及

び

場

合

に

お

い

て

特

例

業

務

に

従

事

し

て

い

た

職

員

に

対

し

、

前

項

各

号

に

規

定

す

る

時

間

又

は

月

数

を

超

え

て

超

過

勤

務

を

命

ず

る

必

要

が

あ

る

場

合

に

つ

い

て

は

、

当

該

超

え

る

こ

と

と

な

る

時

間

又

は

月

数

に

係

る

部

分

に

限

り

、

同

項

の

規

定

は

適

用

し

な

い

。

５

教

育

委

員

会

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

、

第

三

項

各

号

に

規

定

す

る

時

間

又

は

月

数

を

超

え

て

職

員

に

超

過

勤

務

を

命

ず

る

場

合

に

は

、
当

該

超

え

た

部

分

の

超

過

勤

務

を

必

要

最

小

限

の

も

の

と

し

、

か

つ

、

当

該

職

員

の

健

康

の

確

保

に

最

大

限

の

配

慮

を

す

る

と

と

も

に

、

当

該

超

過

勤

務

を

命

じ

た

日

が

属

す

る

当

該

時

間

又

は

月

数

の

算

定

に

係

る

一

年

の

末

日

の

翌

日

か

ら

起

算

し

て

六

月

以

内

に

、

当

該

超

過

勤

務

に

係

る

要

因

の

整

理

、

分

析

及

び

検

証

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

三

十

一

条

中

「

第

七

条

第

一

項

及

び

第

二

項

」

を

「

第

七

条

第

一

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

に

改

め

る

。

附

則

１

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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２

平

成

三

十

一

年

八

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

お

け

る

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

学

校

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

第

七

条

第

三

項

第

三

号

ハ

（

同

項

第

二

号

ロ

に

掲

げ

る

場

合

を

含

む

。
）

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

第

三

号

ハ

中

「

五

月

の

期

間

」

と

あ

る

の

は

、
「

五

月

の

期

間

（

平

成

三

十

一

年

四

月

以

後

の

期

間

に

限

る

。
）
」

と

す

る

。
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一

般

職

非

常

勤

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

暇

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

一

般

職

非

常

勤

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

暇

等

に

関

す

る

規

則

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

規

則

第

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

八

条

中

「

第

七

条

第

一

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

を

加

え

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

号

東

京

都

教

育

委

員

会

一

般

職

非

常

勤

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

暇

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

教

育

委

員

会

一

般

職

非

常

勤

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

暇

等

に

関

す

る

規

則

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

八

条

中

「

第

七

条

第

一

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

を

加

え

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

号

東

京

都

公

立

学

校

一

般

職

非

常

勤

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

暇

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

公

立

学

校

一

般

職

非

常

勤

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

暇

等

に

関

す

る

規

則

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

八

条

中

「

第

七

条

第

一

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

を

加

え

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東京消防庁訓令第  号 

庁 中 一 般    

消 防 署    

東京消防庁一般職非常勤職員の勤務時間、休暇等に関する規程（平成２７年３月東京消防庁

訓令第１６号）の一部を次のように改正する。 

  平成３１年３月  日 

東京消防庁 

消 防 総 監 村上 研一  

 次の表により、改正前欄に掲げる規定の下線を付した部分をこれに順次対応する改正後欄に

掲げる規定の下線を付した部分のように改める。 

改正後 改正前 

 （超過勤務） 

第７条 ［略］ 

２ 前項の規定により勤務を命ずる場合につ

いては、規則第７条第１項及び第３項から

第５項までの規定を準用する。この場合に

おいて、同項中「任命権者」とあるのは「所

属長」と読み替えるものとする。 

 

（超過勤務） 

第７条 ［同左］ 

２ 前項の規定により勤務を命ずる場合につ

いては、規則第７条第１項の規定を準用す

る。この場合において、同項中「任命権者」

とあるのは「所属長」と読み替えるものと

する。 

 

備考 表中の[ ]の記載は注記である。 

     附 則 

   この訓令は、平成３１年４月１日から施行する。 

別添え 
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

号

都

立

学

校

等

に

勤

務

す

る

日

勤

講

師

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

都

立

学

校

等

に

勤

務

す

る

日

勤

講

師

に

関

す

る

規

則

（

平

成

十

九

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

六

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

九

条

の

二

及

び

第

三

十

条

第

三

項

第

二

号

中

「

第

七

条

第

一

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

項

か

ら

第

五

項

ま

で

」

を

加

え

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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一

般

職

非

常

勤

職

員

の

任

用

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

一

般

職

非

常

勤

職

員

の

任

用

等

に

関

す

る

規

則

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

規

則

第

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

二

号

中

「

青

少

年

・

治

安

対

策

本

部

長

」

を

「

都

民

安

全

推

進

本

部

長

、

戦

略

政

策

情

報

推

進

本

部

長

、

住

宅

政

策

本

部

長

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

訓

令

第

号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収

用

委

員

会

事

務

局

労

働

委

員

会

事

務

局

給

料

の

特

別

調

整

額

に

関

す

る

規

程

（

昭

和

三

十

二

年

東

京

都

訓

令

甲

第

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

平

成

三

十

一

年

月

日

東

京

都

知

事

小

池

百

合

子

別

表

第

一

本

庁

の

項

中

「

都

市

整

備

局

市

街

地

整

備

部

多

摩

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

事

業

室

長

」

を

削

り

、

同

表

本

庁

行

政

機

関

及

び

地

方

行

政

機

関

の

項

中

「

担

当

部

長

（

青

少

年

・

治

安

対

策

本

部

」

を

「

担

当

部

長

（

都

民

安

全

推

進

本

部

、

戦

略

政

策

情

報

推

進

本

部

、

住

宅

政

策

本

部

（

住

宅

企

画

部

及

び

都

営

住

宅

経

営

部

に

限

る

。

）

」

に

、

「

青

少

年

・

治

安

対

策

本

部

、

病

院

経

営

本

部

及

び

中

央

卸

売

市

場

の

」

を

「

都

民

安

全

推

進

本

部

、

戦

略

政

策

情

報

推

進

本

部

、

住

宅

政

策

本

部

、

病

院

経

営

本

部

及

知　　事
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び

中

央

卸

売

市

場

の

」

に

、

「

青

少

年

・

治

安

対

策

本

部

の

課

長

（

総

務

課

長

を

除

く

。

）

」

を

「

 

都

民

安

全

推

進

本

部

の

課

長

（

総

務

課

長

を

除

く

。

）

戦

略

政

策

情

報

推

進

本

部

の

課

長

（

総

務

課

長

を

除

く

。

）

住

宅

政

策

本

部

（

住

宅

企

画

部

及

び

都

営

住

宅

経

営

部

に

限

る

。

）

の

課

長

（

総

務

課

長

を

除

く

。

）

」

に

、

「

 

青

少

年

・

治

安

対

策

本

部

の

担

当

課

長

」

を

「

 

都

民

安

全

推

進

本

部

の

担

当

課

長

戦

略

政

策

情

報

推

進

本

部

の

担

当

課

長

に

、

住

宅

政

策

本

部

（

住

宅

企

画

部

及

び

都

営

住

宅

経

営

部

に

限

る

。

）

の

担

当

課

長

」

「

課

長

（

青

少

年

・

治

安

対

策

本

部

、

病

院

経

営

本

部

（

」

を

「

課

長

（

都

民

安

全

推

進

本

部

、

戦

略

政

策

情

報

推

進

本

部

、

住

宅

政

策

本

部

（

住

宅

企

画

部

及

び

都

営

住

宅

経

営

部

に

限

る

。

）

、

病

院

経

営

本

部

（

」

に

、

「

担

当

課

長

（

青

少

年

・

治

安

対

策

本

部

」

を

「

担

当

課

長

（

都

民

安

全

推

進

本

部

、

戦

略

政

策

情

報

推

進

本

部

、

住

宅

政

策

本

部

（

住

宅

企

画

部

及

び

都

営

住

宅

経

営

部

に

限

る

。

）

」

に

改

め

る

。附

則

こ

の

訓

令

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東京消防庁訓令第 号 

庁 中 一 般

消 防 署

東京消防庁職員の給料の特別調整額に関する規程（昭和３２年４月東京消防庁訓令甲第３号）の一部を次のように改正する。 

平成３１年３月 日 

東京消防庁

消 防 総 監 村上 研一 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の下線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げる規定の下線を付した部分のように改める。 

改正後 改正前 

第１条から第４条まで［略］ 

別表第１（第２条関係） 

組織の区分 職 特別調整額の区分 

各部及び対策本部 ［略］ ［略］ 

消防学校から互助組合

まで 

［略］ ［略］ 

別表第２から別表第５まで［略］ 

第１条から第４条まで［同左］ 

別表第１（第２条関係） 

組織の区分 職 特別調整額の区分 

各部 ［同左］ ［同左］ 

消防学校から互助組合

まで 

［同左］ ［同左］ 

別表第２から別表第５まで［同左］ 

備考 表中の［ ］の記載は注記である。 

附 則 

この訓令は、平成３１年４月１日から施行する。 
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地

域

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

地

域

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

四

十

三

年

東

京

都

規

則

第

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

附

則

第

二

項

中

「

平

成

三

十

一

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

に

限

り

」

を

「

当

分

の

間

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

四

年

東

京

都

規

則

第

二

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

の

四

第

一

項

第

一

号

中

「

一

万

分

の

九

千

二

百

四

十

」

を

「

一

万

分

の

九

千

二

十

」

に

、
「

一

万

分

の

一

万

二

千

五

百

九

十

九

」

を

「

一

万

分

の

一

万

二

千

二

百

九

十

九

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

一

万

分

の

二

万

」

を

「

一

万

分

の

一

万

九

千

五

百

」

に

改

め

、

同

項

第

四

号

中

「

一

万

分

の

九

千

三

百

四

十

五

」

を

「

一

万

分

の

八

千

九

百

」

に

、
「

一

万

分

の

一

万

六

千

五

百

」

を

「

一

万

分

の

一

万

五

千

五

百

」

に

改

め

、

同

項

第

五

号

中

「

一

万

分

の

九

千

四

百

五

十

」

を

「

一

万

分

の

九

千

」

に

、
「

一

万

分

の

一

万

六

千

」

を

「

一

万

分

の

一

万

五

千

」

に

改

め

、

同

項

第

七

号

中

「

一

万

分

の

五

千

三

百

四

十

」

を

「

一

万

分

の

五

千

百

十

七

・

五

」

に

改

め

、

同

項

第

八

号

中

「

一

万

分

の

四

千

四

百

五

十

」

を

「

一

万

分

の

四

千

二

百

二

十

七

・

五

」

に

改

め

、

同

項

第

九

号

中

「

一

万

分

の

四

千

五

百

」

を

「

一

万

分

の

四

千

二

百

七

十

五

」

に

、
「

一

万

分

の

六

千

」

を

「

一

万

分

の

五

千

五

百

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

 
 

 

号

 

学

校

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

学

校

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

四

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

第

三

条

の

四

第

一

項

第

一

号

中

「

一

万

分

の

二

万

」

を

「

一

万

分

の

一

万

九

千

五

百

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

一

万

分

の

九

千

三

百

四

十

五

」

を

「

一

万

分

の

八

千

九

百

」

に

、

「

一

万

分

の

一

万

六

千

五

百

」

を

「

一

万

分

の

一

万

五

千

五

百

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

一

万

分

の

九

千

四

百

五

十

」

を

「

一

万

分

の

九

千

」

に

、

「

一

万

分

の

一

万

六

千

」

を

「

一

万

分

の

一

万

五

千

」

に

改

め

、

同

項

第

四

号

中

「

一

万

分

の

五

千

三

百

四

十

」

を

「

一

万

分

の

五

千

百

十

七

・

五

」

に

改

め

、

同

項

第

五

号

中

「

一

万

分

の

四

千

四

百

五

十

」

を

「

一

万

分

の

四

千

二

百

二

十

七

・

五

」

に

改

め

、

同

項

第

六

号

中

「

一

万

分

の

四

千

五

百

」

を

「

一

万

分

の

四

千

二

百

七

十

五

」

に

、

「

一

万

分

の

六

千

」

を

「

一

万

分

の

五

千

五

百

」

に

改

め

る

。

附

 

則

 

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

 

東

京

都

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

九

年

東

京

都

規

則

第

五

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

附

則

第

三

項

中

「

平

成

三

十

一

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

る

。

 

 

別

表

２

の

部

⑸

の

項

中

「

都

市

整

備

局

総

務

部

技

術

管

理

課

」

を

「

都

市

整

備

局

総

務

部

企

画

技

術

課

」

に

改

め

、

「

市

街

地

整

備

事

務

所

」

の

下

に

「

、

住

宅

政

策

本

部

都

営

住

宅

経

営

部

技

術

管

理

課

」

を

加

え

、

同

部

⑺

の

項

を

削

り

、

同

表

５

の

部

⑶

の

項

中

「

千

二

百

円

」

を

「

千

三

百

円

」

に

改

め

、

同

表

７

の

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７

 

船

員

勤

務

 

手

当

 

 

小

笠

原

支

庁

又

は

島

し

ょ

農

林

水

産

総

合

セ

ン

タ

ー

に

所

属

し

、

船

員

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

号

）

の

適

用

を

受

け

て

内

水

、

領

海

及

び

排

他

的

経

済

水

域

並

び

に

そ

れ

に

準

ず

る

も

の

と

し

て

総

務

局

長

が

定

め

る

海

区

を

航

行

す

る

船

舶

に

、

常

時

、

乗

船

勤

務

す

る

職

員

が

、

当

該

勤

務

に

従

事

し

た

と

船

長

等

 

日

額

 

二

千

六

百

十

円

 

そ

の

他

の

船

員

 

日

額

 

二

千

二

百

三

十

円

 

 

領

海

と

は

、

領

海

及

 

 

び

接

続

水

域

に

関

す

る

 

 

法

律

（

昭

和

五

十

二

年

 

 

法

律

第

三

十

号

）

第

一

 

 

条

第

一

項

に

規

定

す

る

 

 

海

域

を

、

排

他

的

経

済

 

 

水

域

と

は

、

排

他

的

経

 

 

済

水

域

及

び

大

陸

棚

に

 

 

関

す

る

法

律

（

平

成

八

 

 

年

法

律

第

七

十

四

号

）
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き

。

 
 

第

一

条

第

二

項

に

規

定

 

 

す

る

海

域

を

い

う

。

 

 

船

長

等

と

は

、

船

舶

 

 

職

員

及

び

小

型

船

舶

操

 

 

縦

者

法

施

行

令

（

昭

和

 

 

五

十

八

年

政

令

第

十

三

 

 

号

）

別

表

第

一

船

舶

職

 

 

員

の

欄

に

掲

げ

ら

れ

た

 

 

者

で

、

船

舶

の

航

行

区

 

 

域

等

に

応

じ

て

当

該

船

 

 

舶

に

乗

り

組

む

こ

と

が

 

 

義

務

付

け

ら

れ

る

も

の

 

 

を

い

う

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別

表

８

の

部

⑴

の

項

中

「

都

市

整

備

局

に

」

を

「

住

宅

政

策

本

部

に

」

に

改

め

、

同

表

９

の

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

９

 

税

務

事

務

 

特

別

手

当

 

 

都

税

の

賦

課

徴

収

の

事

務

に

専

ら

従

事

す

る

職

員

で

、

次

に

掲

げ

る

も

の

が

、

当

該

業

務

に

従

事

し

た

と

き

。

 

⑴

 

主

税

局

に

所

属

す

る

職

員

（

職

層

名

副

参

事

以

上

の

職

に

あ

る

者

を

除

く

。

）

 

    

日

額

 

四

百

四

十

円

（

特

に

困

難

で

あ
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⑵

 

支

庁

に

所

属

す

る

職

員

（

総

務

局

長

が

指

定

す

る

者

に

限

る

。

）

 

る

と

総

務

局

長

が

定

め

る

業

務

に

従

事

し

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

六

百

四

十

 

円

）

 

日

額

 

三

百

六

十

円

 

 
 

 
 

 
 

 

 

別

表

 10
の

項

中

「

（

担

当

す

る

実

技

の

訓

練

時

間

数

が

、

所

定

の

訓

練

期

間

中

に

そ

の

者

が

担

当

す

る

学

科

及

び

実

技

の

訓

練

時

間

数

の

二

分

の

一

に

満

た

な

い

場

合

又

は

担

当

す

る

学

科

及

び

実

技

の

訓

練

時

間

数

と

そ

れ

ら

に

付

随

す

る

勤

務

に

従

事

す

る

時

間

数

と

の

合

計

が

、

所

定

の

訓

練

期

間

中

に

お

け

る

そ

の

者

の

勤

務

時

間

数

の

二

分

の

一

に

満

た

な

い

場

合

を

除

く

。

）

」

を

削

る

。

 

附

 

則

 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

附

則

第

三

項

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

（

経

過

措

置

）
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２

 
施

行

日

前

に

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

に

規

定

す

る

業

務

に

従

事

し

た

こ

と

に

よ

り

支

給

す

る

こ

と

と

な

っ

た

特

殊

勤

務

手

当

で

、

施

行

日

以

後

に

支

給

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

 
 

号

学

校

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

学

校

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

九

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

附

則

第

三

項

中

「

平

成

三

十

一

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

る

。
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別

表

第

一

の

部

⑷

の

項

中

「

四

千

円

」

を

「

三

千

円

」

に

改

め

る

。

 

 

別

表

第

二

⑷

の

項

週

休

日

等

の

欄

及

び

そ

の

他

の

日

の

欄

中

「

四

時

間

以

上

」

を

「

三

時

間

以

上

」

に

改

め

る

。

 

附

 

則

 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。
）

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

附

則

第

三

項

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

（

経

過

措

置

）

 

２

 

施

行

日

前

に

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

学

校

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

に

規

定

す

る

業

務

に

従

事

し

た

こ

と

に

よ

り

支

給

す

る

こ

と

と

な

っ

た

特

殊

勤

務

手

当

で

、

施

行

日
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以

後

に

支

給

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。

 

（

教

員

特

殊

業

務

手

当

に

関

す

る

措

置

）

 

３

 

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

学

校

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

表

第

一

の

部

⑷

の

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

あ

っ

て

は

、

同

項

中

「

日

額

 

三

千

円

」

と

あ

る

の

は

、

 

 

「

ア

 

指

導

業

務

に

従

事

し

た

時

間

が

三

時

間

以

上

四

時

間

未

満

の

場

合

 

日

額

 

三

千

円

 
 

 
 

 

 
 

イ

 

指

導

業

務

に

従

事

し

た

時

間

が

四

時

間

以

上

の

場

合

 
 

 
 

 
 

日

額

 

四

千

円

」

 

 

と

す

る

。
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東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

 
 

号

東

京

都

教

育

委

員

会

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

東

京

都

教

育

委

員

会

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

九

年

東

京

都

教

育

委

員

会

規

則

第

十

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

附

則

第

二

項

中

「

平

成

三

十

一

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

る

。

 

別

表

２

の

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

２

 

船

員

勤

務

手

当

 
 
東

京

都

立

大

島

海

洋

国

際

高

等

学

校

の

実

習

船

に

乗

船

す

る

職

員

の

う

ち

、
船

員

法
（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

号

）
の

適

用

を

受

ア

 

水

産

実

習

の

指

導

に

従

事

し

な

い

と

き

。

 

 

船

長

等

 
 

 
 

 
 

日

 

 

額

 
 

 

二

千

六

百

十

円

 

 

そ

の

他

の

職

員

 
 

 

日

 

 
額

 
 

二

千

二

百

三

十

円

 

イ

 
水

産

実

習

の

指

導

に

従

事

す

る

と

き

。

 

 

船

長

等

と

は

、

船

舶

職

員

及

び

小

型

船

舶

操

縦

者

法

施

行

令

（

昭

和

五

十

八

年

政

令

第

十

三

号

）

別

表

第

一

船

舶

職

員

の

欄

に

掲

げ

ら

れ

た

者
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け

る

も

の

が

、
当

該

実

習

船

の

航

行

等

に

係

る

業

務

に

従

事

し

た

と

き

。

 

 

船

長

等

 
 

 
 

 
 

日

 

 

額

 
 

二

千

八

百

八

十

円

 

 

そ

の

他

の

職

員

 
 

 

日

 

 

額

 
 

 
 

二

千

五

百

円

 

で

、

実

習

船

（

大

島

丸

）

の

航

行

区

域

等

に

応

じ

て

当

該

船

舶

に

乗

り

組

む

こ

と

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

る

も

の

を

い

う

。

 

 
 

 

附

 

則

 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。
）

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

附

則

第

二

項

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

（

経

過

措

置

）

 

２

 

施

行

日

前

に

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

教

育

委

員

会

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

に

規

定

す

る

業

務

に

従

事

し

た

こ

と

に

よ

り

支

給

す

る

こ

と

と

な

っ

た

特

殊

勤

務

手

当

で

、

施

行

日

以

後

に

支

給

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。
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警

視

庁

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

 

警

視

庁

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

九

年

東

京

都

規

則

第

五

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

附

則

第

二

項

中

「

平

成

三

十

一

年

三

月

三

十

一

日

」

を

「

平

成

三

十

四

年

三

月

三

十

一

日

」

に

改

め

る

。

 

 

別

表

１

の

部

⑴

の

項

ア

中

「

従

事

し

た

」

の

下

に

「

組

織

犯

罪

対

策

総

務

課

、

」

を

加

え

、

同

表

９

の

部

⑵

の

項

ア

中

「

放

射

性

同

位

元

素

等

に

よ

る

放

射

線

障

害

の

防

止

に

関

す

る

法

律

」

を

「

放

射

性

同

位

元

素

等

の

規

制

に

関

す

る

法

律

」

に

改

め

、

同

表

 11
の

項

手

当

額

の

欄

中

「

二

千

七

百

四

十

円

」

を

「

三

千

二

百

円

」

に

、

「

千

三

百

七

十

円

」

を

「

千

六

百

円

」

に

改

め

、

同

項

摘

要

の

欄

ウ

中

「

三

人

」

を

「

四

人

」

に

、

「

四

人

」

を

「

五

人

」

に

改

め

、

同

表

 12
の

項

手

当

額

の

欄

中

「

七

百

円

」

を

「

六

百

七

十

円

」

に

改

め

、

同

表

 24
の

部

⑴

の

項

中

「

五

級

」

を

「

四

級

」

に

改

め

、

同

部

⑵

の

項

中

「

四

級

」

を

「

三

級

」

に

改

め

る

。

 

附

 

則

 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

附

則

第

二

項

の

改

正

規

定

は

公

布

の

日

か

ら

、

別

表

９

の

部

⑵

の

項

ア

の

改

正

規

定

は

平

成

三

十

一

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

す
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る

。
 

（

経

過

措

置

）

 

２

 

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

前

に

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

警

視

庁

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

に

規

定

す

る

業

務

に

従

事

し

た

こ

と

に

よ

り

支

給

す

る

こ

と

と

な

っ

た

特

殊

勤

務

手

当

で

、

施

行

日

以

後

に

支

給

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。
 

３

 

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

警

視

庁

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

規

定

は

、

二

暦

日

に

わ

た

る

勤

務

に

あ

っ

て

は

、

施

行

日

以

後

に

始

ま

る

勤

務

か

ら

適

用

し

、

施

行

日

前

か

ら

始

ま

る

勤

務

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。
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東

京

消

防

庁

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

消

防

庁

職

員

の

特

殊

勤

務

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

九

年

東

京

都

規

則

第

五

十

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

１

の

項

中

「

放

射

性

同

位

元

素

等

に

よ

る

放

射

線

障

害

の

防

止

に

関

す

る

法

律

」

を

「

放

射

性

同

位

元

素

等

の

規

制

に

関

す

る

法

律

」

に

改

め

る

。

附

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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